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わずか 3年ほどの間に，64列を中心にしたMDCTは驚異的な普及を遂
げ，今や冠動脈疾患をはじめとした心臓疾患の診断，治療に欠くことのでき
ない重要な手段であり，侵襲度の低い安全な方法として多くの患者さんの期
待に応え得る存在となっています。しかし，その発展，普及があまりにも急
激であったため，これまで出版された書籍の多くは先ず医家向けのものであ
り，難解で実用性に欠くきらいがありました。本書はこのような状況を発展
的に解決すべく，CT室の現場や解析室など実践の中で臨機応変に活用して
いただくことを主眼に据えて企画いたしました。
この目的に沿うため，今回は監修者 3名，編集者 3名と計 6名もの布陣で

慎重に企画を練り上げました。特に器材の説明や原理などすでに他書に記載
されているものは極力省き，実践を多く経験され技術的にも卓越した方々を
厳選して執筆をお願いしました。こうした事情から執筆者には医師だけでは
なく，日夜現場で活躍されている放射線技師や管理部門の方を網羅し，過不
足なきよう万全の配慮をしたつもりであります。なかでも特に重点配慮した
のは，実績の豊富な施設で実際に活用されているプロトコール，撮影時のコ
ツ，合併症への配慮をはじめ，読影の基本心得と難渋する症例，安全管理や
精度管理，さらには初心者にとっての難解な用語に至るまで懇切丁寧に解説
しました。

本書は心臓 CTに取り組み始めて間もない施設やこれから取り組もうと
する施設のスタッフにとって，まさに最適な解説書であると確信していま
す。大いに活用されんことを期待します。

2011年 3月
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■おことわり

本書記載の薬剤・製品名は一般に各開発メーカーの商標または登録商標です．

本文中では，“TM”ないし“®”のマーク表示を省略いたします．


